
ProAkitive
～Pull型の就業支援から

Push型の就業支援へ～
安芸市 建設課 野﨑 勇佑

１.超高齢社会

日本の高齢化率は約29％、安芸市の高齢化率は約42％
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積極的
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＝プロ

→「年金額問題」「社会的孤立」など様々な問題を抱えている。

２.超高齢社会における安芸市の問題

働きたいが働けない高齢者がいる
→「安芸市高齢者の生活に関するアンケート調査（R2.3実施）」によると、

２４８人の高齢者が働きたいが働けない問題を抱えている。

３.問題発生の原因

既存の高齢者就労促進策である「シルバー人材センター」「ハローワーク」いわゆる

Pull型（待ち）の制度では、高齢者を就業に結び付けづらい。

→「内向性が高まる」「外向性が低下する」といった心理的特徴を持つ高齢者には

Push型の制度が必要である。

提言する政策 ProAkitive

生涯現役地域づくり
環境整備事業活用！
（事業期間3ヶ年）
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高齢者の笑顔が輝く
活力あふれる元気都市

年間約1,000万円必要
・webサイト開発
・人件費
・研修費用など

安芸市の負担

実質0円！ ・3ヶ年で60人就業につなげる！

生涯現役都市
の確立

心と体の
健康寿命の延伸

・ハローワークには
行く気がしないなぁ...

・この歳から新しい職場
は馴染めるか不安だなぁ...

2段階Push！！

の高齢者就業支援

出典：令和4年版高齢社会白書 出典：住民基本台帳情報（令和4年6月末）

1.概要 2.仕組み

・働く意欲のある高齢者にWebサイトへ
情報登録するよう安芸市がPush！する。

・人材を求める「企業」がWebサイトを
閲覧する。

・一緒に働きたいと思う「高齢者」に
「企業」からアプローチ（Push！）し、
就業促進を図る。

第1Push！ 第2Push！

希望者は研修会参加・資格取得
でスキルアップ！

3.予算 4.効果

・生きがいなど様々な創出を！

・認知症発症リスク、最大46％減少！

様々な「創出」で
「喪失」を回避

高齢者の心理的特徴は
「喪失の経験」（身体機能・社会的役割）が影響する。
出典：榎本博明（2006）「高齢者の心理」季刊家計経済研究+SPRING+No.70


